
農地利用最適化推進委員　候補者　一覧表　

年月日 職名・役職等 営農類型
耕作
面積
（ａ）

H24.4～
H26.3
H28.4～
H30.3

松花堂ふれあい市
副会長

H26.4～
H28.3
R4.4～

松花堂ふれあい市
会長

H26.4～
H29.3

農産物直売所
四季彩館
副会長

H29.7～
R5.7

農業委員

R5.8～
農地利用最適化推進委
員

R3.4～
R7.3

内里農家実行組合
役員

R3.4～
内里地域資源環境保全
会
委員

R7.4～
R8.3

内里農家実行組合
組合長

推薦をする者等

氏　名 性別 年齢
農業委員
への推薦
の有無

農業経営の状況

職業 抱負
推薦又は
応募する
区域

番号
経歴

代表者等
の氏名

推薦理由

農業

上野　信昭 男 65 農業
水稲

施設野菜
露地野菜

283

2

1

　推薦する上野信昭氏は、実家
が農業を営んでいたことから、
長年勤めていたサラリーマンを
退職し、就農された。
　性格は温厚で責任感があり松
花堂ふれあい市では、現在、会
長をされ、地域農業のけん引役
として活躍して頂いておりま
す。また、JA農産物直売所の四
季彩館では、運営委員会副会長
を務められ、活躍されました。
農業では、減農薬水稲作りに取
り組み、多品種の野菜を栽培さ
れています。この上野さんを地
元農家組合として推薦します。

推薦を受けた者（被推薦者）

　私は定年退職後、農業に従事し
つつ、農家実行組合組合長を務め
ております。農家実行組合活動で
感じたのは、地元農業従事者の減
少、高齢化による耕作放棄地状態
の田畑が増加し、周辺の耕作地へ
の迷惑になっている状態です。
　内里地区の肥沃な優良農地を次
の代の担い手に耕作できる手助け
するために応募しました。

49 無

　北村氏は会社定年後、代々続
く農業に従事され、地元の農家
実行組合の組合長を経験されま
した。
　内里地区では、兼業農家が主
流となっており、従事者の高齢
化が進んでおり、後継者のない
農家も多く、将来の農地の荒廃
を内里農家実行組合は危惧して
おります。
　実行組合長の経験のある北村
氏を推薦します。

有智郷北村　徳造 男

　現在、松花堂ふれあい市等で農
産物の地産地消に取り組んでおり
ますが、近年まだまだ安心安全な
野菜を求めるニーズがあるにもか
かわらず、高齢化や後継者不足の
深刻化を感じております。その様
な八幡市の農業事情を危惧する者
として、地域の農地利用状況の調
査や、農地の後継者の掘り起こ
し、そして、耕作放棄地の発生の
防止等に尽力し、10年後の八幡市
の農地を守るため、取り組んでい
きたいと思い応募しました。

志水農家組合
組合長
上野　稔

70
内里農家実行組合

副組合長
細野　博司

水稲
筍

八幡 無
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推薦を受けた者（被推薦者）

R5.8～ 農地利用最適化推進委
員

R6.4～
上区
区長

　山田晃嗣氏は長年に渡り、地
元地域で中心に活躍している担
い手農家であります。また、実
行組合の役員や地元区長などの
地域の仕事もこなし、現在、農
地利用最適化推進委員として地
域での活動を一生懸命されてい
る山田晃嗣氏を推薦いたしま
す。

都々城 無

陣野　政治 男

　推薦する陣野政治さんは、農
事実行組合を通じて地域農業関
係に関する諸事情にもある程度
理解しておられ、今後の農地利
用を最適にする行動力がありま
す。

R4.4～
R6.3

戸津農事実行組合
役員

27

　私自身会社員で農業は親の水
稲、露地野菜作りを手伝う経験程
度です。今は筍のみの生産になっ
ています。2年間の地元実行組合
での活動を通して地域の状況も同
時に把握でき、農地利用の最適化
も必要と思い応募した。 戸津農事実行組合

組合長
家村　幸宏

644 有智郷 無

3 山田　晃嗣 男 66 農業
水稲

施設野菜
露地野菜

155

　平成元年から37年間にわたり、
精力的に農業経営を行っている。
この間、地元農家実行組合の役員
を務めるなど、運営にも携わって
いる。これらの経験を活かして、
農地の最適化を推進するととも
に、農地法に基づく農地の取得や
農地転用について自分自身でも
知っておきたいと考えていた。ま
た、地域の状況も同時に把握で
き、地域のために活かせるのでは
ないかと考え応募した。

岩田農家組合
組合長
東　芳光

兼業
農家

筍
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推薦を受けた者（被推薦者）

H17.4～
H18.3

都々城共撰組合
組合長

H20.4～
H21.3

京都やましろ農業協同
組合青壮年部八幡市支
部
部長

H21.7～
H30.7

八幡市農業経営者会議
会長

H22.4～
H23.3
H31.4～
R3.3
R7.4～

八幡市野尻実行組合
組合長

H24.41～
H26.3

都々城茶生産組合
副組合長

R5.7～ 農業委員

H21.7～
澱川右岸水防事務組合
議会
副議長

H26.7～
H29.7

農業委員

R2.6～
京都やましろ農業協同
組合
理事

水稲
筍

科手農家実行組合
組合長
井上　武

　長年、水稲、筍を中心に農業経
営を行っており、地域の農地を
守ってきた。
　近年、農業者が高齢化になって
人数も減少してきているので、農
地の維持が大変になっていくと思
われる。農地を守っていくため
に、地域の担い手農家等に農地を
集積・集約を行い、遊休農地の発
生防止を努めて、八幡市の農業振
興発展に少しでも貢献できるよう
にと思い、応募した。

87 無

　森口智之氏は長年に渡り、地
元地域で中心に活躍している農
家であります。地域の農地等の
保全にも協力的で、現在、京都
やましろ農業協同組合理事とし
て八幡市の農業振興に一生懸命
尽力されています。
　森口智之氏を実行組合とし
て、八幡市農地利用最適化推進
委員に推薦します。

八幡

無都々城

6 森口　智之 男

5 北川　邦彦　 男

66

　今回、推薦する北川邦彦氏
は、家業を継いで約30年、ナ
ス、ネギ、花菜を地元生産組織
で共同出荷する他、複数の直売
所へ多品目の野菜を出荷してい
る。家族経営協定を結ばれてい
る他、地産地消や六次産業化に
関心を持たれ、農業経営にも意
欲的に参画されている。推進委
員にも適任と思われる。

63 農業

水稲
施設野菜
露地野菜

茶

238

　平成10年より28年間にわたり、
精力的に農業経営をしています。
この間、地元実行組合長、八幡
市、JA京都やましろ等の役員を務
めさせていただきました。これら
の経験を活かして、農地の最適化
を推進するとともに農地法に基づ
く農地取得や転用について、自分
自身でも知っておきたいと考えま
した。
　また、地域の現状も同時に把握
でき、地域のために生かせるので
はないかと思い、推薦を受けるこ
とにしました。

野尻農家実行組合
副組合長
前川　和利

農業


